
Ａ案 
５ 本時（５時間目）の学習指導 

(1) 目標   ・ＭＤ法によりいろいろな三角形の面積の求め方を知り，公式について考えることができる。 

・長方形・平行四辺形の半分と考え 考え方が両方の三角形にも応用できることが分かる。 

 (2)  学習指導過程 

学 習 活 動 相 応  教師の支援等○課課題解決能力○見見通し○共共感性 

１ 学習課題をつか 
み，自分のグループ 
の説明の練習する。 

 
 
 
２ 三角形の面積の求

め方をＭＤ法で話し

合う。 
(1) 前半グループの 
説明。 

 
(2) 後半グループの 
説明。 

 
 (3) 全体で話し合う。 
 
 
 
 
 
３ 本時のまとめをす

る。 
 (1) 振り返りカード
に本時のまとめを

書く。 
 (2) 考え方でよかっ
たところを話し合

う。 
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○課考え方の方法を示すカードを提示し，ＭＤ法によっ
て分かりやすい説明をすること，他の考え方の良さを

見つけることを意識づけるとともに観点としての「○せ

いかく○かんたん○いつでも」を確認しておく。 
○見説明と情報収集の順番や時間，聞いた後のグループ
協議内容が分かり，自主的に活動できるようなカード

を渡しておく。 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
○評２つの考え方で三角形を変形して面積を求めること 
ができたか。 
○共考え方の中で取り入れたいことや説明の仕方の良い
ところや考え方の共通部分を見つけた児童やグルー

プを賞賛し，他の良さを認める態度を養わせる。 
・それぞれの面積を求める式の数値に目を向けさせる。

さらに公式へと導くために，面積求積の式の数字がも

との三角形のどこに当たるかをはっきりさせる。 
 
 
○評振り返りカードを使って倍積・等積変形による求積
方法の理解度を見る。 

Ｔ２ 導入時はＡ
ｸﾞﾙｰﾌﾟの児童につき
説明の仕方を確認し
たり資料の使い方を
指導する 
・主にＣｸﾞﾙｰﾌﾟのＭＤ
について説明や変形が
理解できているかを見
ていく。 
 

Ｔ１ 導入から主に
学習を進める。 
・主にＡとＢのグルー
プについて論理的な説
明や共感的な受け取り
方ができているか，公
式につながる補助線が
あるかを見ていく。 
・Ａｸﾞﾙｰﾌﾟの発見から
よいところを見つける 
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・ ６cm 言うんだな。 

・ 三角形 れる。 

Ａ 長方形・平行

辺形の半分 

・ Ａの方法は簡単でわかりやすいな。

・ Ｂはうまく考えたけど，変形がむず  
・ Ｃの方法は考えつかなかったが，こ だ。 
・ どの考え方でも面積は同じになるし ６×４÷２だ。

どんな三 ば公式で求めら

そうだ。

Ｃ 平行四辺形に

変形して 
は三角形の底辺，４cm は三角形の高

の面積は「底辺×高さ÷２」で求

角形の面積でも，底辺と高さが分
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